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 ①毎月の紹介コーナー  なぜタブレットＰＣが小学校に配られたのか？？ 

児童にタブレットパソコンが配布されて３年目となりました。市内の学校ではタブレットを使った様々な取り組みや

授業が進められています。しかし導入時にはコロナ禍による社会の混乱期でもあり「何となく導入…」といった感じも

あったかもしれません。更に「なぜタブレットが児童一人一人に配られたのか？」といった根本的な理由もお伝え出

来なかったかもしれません。  

こちらのコーナーではこうした ICT教育に関連するトピックスを中心に分かりやすく紹介していきます。  

何故このような見解がでているかというと、現在日本は世界から比べるとデジタル活用という分野で大きく遅れて

いる現実があります。これからの社会には AIを駆使したサービス、ビジネスが飛躍的に発展します。その中心に居

るのが今の子供たちという事実を考えれば、今の ICT教育への重要性は理解できるかと思います。  

 

ではタブレットを活用した ICT教育で「何を学ぶのか？」というのが以下の３つです。  

 

 （１）情報活用能力（多くの情報を見極める能力、必要な情報を活用する能力）  

 

 （２）学習の効率化（写真や動画を使った授業、自分の意見がしっかり伝わる環境）  

 

 （３）ＩＣＴリテラシーの向上（意味：情報の正しい使い方や知識）  

 

これらを活用し能力を身に付けることで、これからの社会に対応できる人材を育成することが求められています。  

 

国（文部科学省）では「もはや学校の ICT 環境は、その導入が学習に効果的であるかどうかを議論する段階

ではなく、鉛筆やノート等の文房具と同様に教育現場において不可欠なものとなっていることを強く認識する必

要がある」という見解を出しています。  

「文部科学広報第 236号」2019年 7月号より抜粋  

 『ICT教育の最終的な目的は、「自分で考え行動できる創造的な人材の育成」といえます。そのため ICT

教育においては、「生徒にどのような力が必要か」「そのためにできることは何か」を考えながら授業を行うこと

が重要です。』とも言われています。 

 

「文部科学広報第 236号」2019年 7月号より抜粋 



②今月の情報教育（全校で情報モラルに関する学習を朝の時間を活用して実施します。） 

 

 

 

 

 

 

https://www2.nhk.or.jp/school/watch/bangumi/?das_id=D0005180212_00000 

 

③保護者アンケートより 

《Ｑ＆Ａ》 

Ｑ，タブレットＰＣを鞄に直接入れることで故障に繋がらないかが 

不安です。カバーやケース等の配布はありますか？ 

Ａ，タブレットＰＣの持ち帰りが日常的になることを考えて、校内で 

タブレットＰＣ周りの備品を学年ごとに教材費として私費会計で 

購入できないかを検討しています。決まり次第報告させて頂きます。 

 

Ｑ，ブルーライトカットの画面保護シート等は貼れませんか？ 

Ａ，貸与品のため、直接貼ることができません。目の健康を考えて、 

ご家庭で使用されているブルーライトカット眼鏡の持参は可能です 

ので、ご検討ください。 
 

持ち帰りについて、心配されている項目の傾向 

（前回のアンケートの結果から、「破損」に関係する項目は除外させて頂いております。） 

「一度押しただけで・・・」 

スマホでネットをしていたら、突然アダルトサイトに

興味本位でボタンを押してしまい・・・９９８００円を

請求されてしまいパニックになる二人。自力で解

決しようとするが・・・ 

ご家庭でも動画の内容をお子さんと視聴して頂

き、家庭ルールをご確認ください。 

ご回答頂いた学年の保護者層 

 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

家庭に持ち帰った際に、インターネット設

定や機器の不具合に保護者自身が対応

できるかどうか心配。(34%) 

保護者自身が情報教育や情報モラルにつ

いて自信がなく、子どもの活動について善

悪の判断ができるか心配。(5%) 子どもの利用時に、子ども自身に課題を

取り組ませることが出来るかどうかが心

配。(14%) 

子どもの長時間利用により、子ども自

身の健康被害がないか心配。(11%) 

子どもが不適切な情報コンテンツに触

れてしまわないかが心配。(36%) 

今回のアンケート結果から、保護者の興味の高い項目として、 

「子どもが不適切な情報コンテンツに触れてしまわないかが心配。(36%)」 

「家庭に持ち帰った際に、インターネット設定や機器の不具合に保護者自

身が対応できるかどうか心配。(34%)」が挙がりました。 

保護者の皆様が少しでも安心して、タブレットの持ち帰りを見守れるよ

う、多西小学校では「ＩＣＴの手引き」を作成いたしました。配布されましたら

ご一読頂ければと思います。また興味の高い項目につきましては、今後

の記事に使用させて頂く予定です。併せてご確認ください。 

１０月号保護者アンケート 

学校からのアンケートや保護者か

らの質問などを受け付けるＦｏｒｍｓ

です。（〆切 １０月２０日（金）） 


